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デモアプリケーションソフト
ユーザーズマニュアル
��

このマニュアルはLC717A10デモアプリケーション
ソフトLC717A10App.exeの����を��したもの
です。

��

• LC717A10����

• LC717A10��モニタ

��

インストール��

LC717A10デモソフト“LC717A10App.exe” ( �、
!ソフト)をパソコン( �、PC)の$%の&'に()
して*さい。

デモボードとの	


!ソフトを+,するためには、I2C�-またはSPI
�-を.うためのUSB-シリアル�/モジュール
(USB Dongle)を1�,%する23があります。
,%したUSB -シリアル�/モジュールと

LC717A10デモボードをシリアルインタフェースで
9:します。
!ソフトをインストールしたPCとUSB-シリアル
�/モジュールをUSBインタフェースで9:しま
す。

��;<=みのUSB-シリアル�/モジュール
• 『MM-FT232H』：サンハヤトAB

• 『C232HM-DDHSL-0』：FTDIA
(Future Technology Devices International)B

• 『C232HM-EDHSL-0』：FTDIA
(Future Technology Devices International)B

ドライバ

FTDIAHP�(http://www.ftdichip.com/)より、D2XX
driversをダウンロードしてください。

� 1. デモボードとの	


LC717A10
Demo Board

PC

USB

	

USB-シリアル��

モジュール 	
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����

“LC717A10App.exe”のアイコンをダブルクリック
し、!ソフトを��します。

USB-シリアル�/モジュールがPCにIしく9:
されているJKで!ソフトを��すると、 *のウ
インドウがLMされます。

� 2. 

USB-シリアル�/モジュールがPCに9:されて
いないJKで!ソフトを��すると、メインウイン
ドウが *のようにLMされます。(OPQには、メ
インウインドウRのS�のコントロール(“Monitor
START”ボタン、“Monitor�STOP”ボタンT)が�アク
ティブLMとなります。)
デモボードとの�-を.う23がある&Wは、S
X!ソフトをYZさせてください。その[USB-シリ
アル�/モジュールやデモボードをきちんと9:し
てから!ソフトを��させて*さい。

� 3. 

http://www.onsemi.jp/
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メインウインドウ

1−1

� 4. メインウインドウ

1−2 1−3 1−4

1−5

1−8

1−11

1−12

1−24

1−161−15

1−23
1−18

1−20

1−10

1−9
1−71−6

1−13

1−17

1−19

1−21 1−22

1−14

1−25

1−26 1−27 1−28

1−29 1−30

※:  �の��では、レジスタ^の[にレジス
タアドレス【0xXX】の_`でa	します。

[1-1]「USB�Dongle�I/F」
USB-シリアル�/モジュールの+,インタフェー
ス(I2CまたはSPI)をb�します。

SPIをb�すると*cのLMになります。

� 5. 

[1-2]「Slave�Address�(7bit)」
LC717A10のI2Cスレーブアドレス(7ビット)をb�
します。

LC717A10が��できるスレーブアドレスは*aの
4e
となります。

� 1. 

SA1
#$%

SA0
#$% 7bitスレーブアドレス(HEX)

Low Low 0x16

Low High 0x17

High Low 0x18

High High 0x19

[1-3]「Sampling�Time」
LC717A10のfeデータをサンプリングするh��
�(ij[ms])をb�します。
なお、「LC717A10のfeデータをサンプリングす
るh���」とは、LC717A10k�でlmデータ(b
�チャネルqr)をlmする��ではなく、!ソフト
がLC717A10のレジスタからlmデータやタッチs
tuvTのfeデータを�wQにリードしてxyす
るh���となります。

http://www.onsemi.jp/
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[1-4]「Write�Retry�Count」
���zhにLC717A10への{きみが|}したh
の{きみリトライ���qをb�します。
b�できる���は�の�りです：「None」,

「1 �time」,「2 �times」,「3 �times」,「4 �times」,

「5�times」。�えば、2�リトライをb�する&W
(つまり、��3�{きみをトライする&W)は
「2�time」をb�し、いっさいリトライしない&W
は「None」をb�します。

[1-5]�Touch�Status
Result�Data�1/2�Register【0x2A～0x2B】の�をビッ
トLMし、fCin のタッチ��stをMします。

*aは、Cin0にタッチした&Wの�になります。

� 6. 

[1-6]「Monitor�START」ボタン
LC717A10のサンプルモニタを��します。 �、
「Sampling�Time」でb�したサンプリングh���
に�ってLC717A10から�wQにfeデータをxy
し、スイッチst��ウインドウ([	)やlmデー
タグラフウインドウ([	)にLMします。
サンプルモニタを��するためには、「Monitor

STOP」ボタンをクリックします。
xyするfeデータは、CinX�Data�Register【0x1A
～0x29】、Result�Data�1/2�Register【0x2A～0x2B】、
Error �Status �Register【0x2C】、Error �Channel
Status�1/2�Register【0x2D～0x2E】です。
※ モニタ�は、�	のボタン
�が�となります。

� 7. 

[1-7]「Monitor�STOP」ボタン
サンプルモニタを��します。

[1-8]「Soft�Reset」ボタン
LC717A10をソフトリセットします。

[1-9]「Parameter�Update」チェックボックス
チェック�の&Wは、「Monitor�START」ボタンを
クリックしてモニタ��する�に、すべての“��ウ
インドウ([	)”の���をLC717A10へ��させて
モニタを��します。
チェック�の&Wは、「Monitor�START」ボタンを
クリックしてモニタ��する�に、“��ウインドウ
([	)”の�����を.わずにモニタを��しま
す。

チェック�にすると、「Parameter�Update」の��
が�くLMされます。

※ ���には、チェック�で��してください。

� 8. 

[1-10]「Offset�Calibration」チェックボックス
チェック�の&Wは、「Monitor�START」ボタンを
クリックしてモニタ��する�に、�Qオフセット
キャリブレーションの��を3�したうえでモニタ
を��します。
チェック�の&Wは、「Monitor�START」ボタンを
クリックしてモニタ��する�に、�Qオフセット
キャリブレーションの��の3�を.わずにモニタ
を��します。
チェック�にすると、「Offset�Calibration」の��
が�くLMされます。

※ ���には、チェック�で��してください。

� 9. 

[1-11]「SW�Error�Enable」チェックボックス
チェック�の&Wは、スイッチst��のボタン
LMでエラーLMするようになります。
チェック�の&Wは、スイッチst��のボタン
LMでエラーLMしません。
“スイッチst��ウインドウ([	)”の��を
��してください。

[1-12]「SW�Label�Set」チェックボックス
チェック�の&Wは、スイッチst��ウインド
ウのスイッチLaをSW��(SW1～SW16)でLMし
ます。

http://www.onsemi.jp/
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� 10. 

チェック�の&Wは、スイッチst��ウインドウ
のスイッチLaを$%のラベルでLMします。

� 11. 

スイッチのラベル^�を��したい&Wは��フ
ァイルのk¡を¢9��してください。
��ファイルkの“<Switch�Label>”から*16.が

SW1～SW16のラベル^�となります。

[1-13]「Output�Window」ボタン
“スイッチst��ウインドウ([	)”をLMしま
す。

[1-14]「Raw�Data�Graph」ボタン
“lmデータグラフウインドウ([	)”をLMしま
す。

[1-15]「Setting�Window」ボタン
“��ウインドウ([	)”をLMします。

[1-16]「Sub�Test�Window」ボタン
“サブテストウインドウ([	)”をLMします。

[1-17]「Load�Parameters」ボタン
��ファイル(£¤¥は「.prm」)をb�すると、f
��をロードし!ソフトに��します。

[1-18]「Save�Parameters」ボタン
そのh¦のf��の�を、ファイル^をb�して
()します。
()したファイルの£¤¥は「.prm」となりま
す。

[1-19]「Log�Data�Count」チェックボックス
チェック�の&Wは、データログxy�qをb�
できます。b��qまでxyすると、§�Qにデー
タログxyをYZします。
チェック�の&Wは、データログxy�qのb�
は�¨となります。この&W、ログxyを��した
[、§�QにはログxyをYZしません。

[1-20]�データログ����
Ra「Log�Data�Count」チェックボックスがチェッ
ク�のh、データログxy�qをb�します。

[1-21]「Auto�File�Name」チェックボックス
チェック�の&Wは、データログを()するファ
イル^を、xy��hに§�©ªします。
ファイル^は“LogDataYYYYMMDDXXXXXXX.

txt”となります。“YYYYMMDD”は«¬、“XXXX
XXX”は��となります。
チェック�の&Wは、ファイル^をマニュアルb
�します。

[1-22]「File�Name」
Ra「Auto�File�Name」チェックボックスがチェッ
ク�の&Wにデータログを()するファイル^を�
�します。デフォルトのファイル^は“LogData.txt”
となります。

[1-23]�データログ����� 
xy�qをb�してデータログをxyする&W、
xy¯�をLMします。

� 12. 

[1-24]�「Data�Log�Start」/「Data�Log�Stop」ボタン
!ボタンを°*すると、データログをxyしてb
�ファイルに()を��します。ログxy±、!ボ
タンのLaは「Data�Log�STOP」ボタンに�わりま
す。

「Data�Log�STOP」ボタンを°*すると、ログxy
をYZします。YZ[、ボタンLaは「Data �Log
Start」ボタンに²ります。

[1-25]�｢Include�a�Header�File｣�チェックボックス
チェック�の&Wは、ヘッダーデータを´めたソ
ースファイルが��されます。
チェック�の&Wは、メインファイルとヘッダー
ファイルが1々に��されます。

[1-26]�｢Use�INTOUT｣�チェックボックス
チェック�の&Wは、INTOUTを+ったソースコ
ードが��されます。
チェック�の&Wは、INTOUTを+わないソース
コードが��されます。

[1-27]�｢Interval�Mode｣
��ウィンドウの｢Sleep/Interval�mode｣チェックボ
タンのJKがLMされます。

http://www.onsemi.jp/
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[1-28] ｢Source Code｣ ボタン
ソースファイルがGUIµ¶フォルダに()されま
す。

• メインファイル^: LC717A10_main.txt

• ヘッダーファイル^: LC717A10_RegList.h

��の·みWわせにより、 *の¸¹のソースフ
ァイルを��できます。

• インターバルモードでINTOUTを+,したI2C

• インターバルモードでINTOUTを+,したSPI

• インターバルモードでINTOUTを+,しないI2C

• インターバルモードでINTOUTを+,しないSPI

• スリープモードでINTOUTを+,したI2C

• スリープモードでINTOUTを+,したSPI

• スリープモードでINTOUTを+,しないI2C

• スリープモードでINTOUTを+,しないSPI

[1-29]�｢Sound�OFF｣�チェックボックス
チェック�の&Wは、タッチON��になったとき
に¨t�を�らしません。メインウィンドウの
｢Sampling�Time｣を�く��した&W、GUIの»¼½
�をRげるためにチェック�を¾¿します。
チェック�の&Wは、タッチON��になったとき
に¨t�を�らします。

[1-30]�｢LED�Driver�Enable｣�チェックボックス
チェック�の&Wは、LEDがÀ�されているÁÂ
ÃÄのLEDÅÆ»¼(I2Cインタフェースアクセス)が
.われます。
チェック�の&Wは、LEDÅÆ»¼は.われませ
ん。�Çは、チェック�を¾¿します。

http://www.onsemi.jp/
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スイッチ��*%ウインドウ

� 13. スイッチ��*%ウインドウ

2−1 2−2

2−3

[2-1]�システムエラー%&
LC717A10のエラーステータスのシステムエラー

(Error�Status�Register【0x2C】SYSERRビット)のJK
をLMします。

• No�SYS�Error：システムエラー�し

• SYS�Error：システムエラーÉ©

� 14. システムエラー��の;

[2-2]�キャリブレーションエラー%&
LC717A10のエラーステータスのキャリブレーショ
ンエラー(Error�Status�Register【0x2C】CALERRビッ
ト)のJKをLMします。
• No�CAL�Error：キャリブレーションエラー�し

• CAL�Error：キャリブレーションエラーÉ©

� 15. キャリブレーションエラー��の;

[2-3]�スイッチ,-%&
モニタ±のスイッチタッチJK(Result �Data �1/2

Register【0x2A～0x2B】)をLMします。また、メイ
ンウインドウの“SW�Error�Enable”チェックボックス
にチェックが�る&W、エラーチャネルステータ
スJK(Error �Channel �Status �1/2 �Register【0x2D～
0x2E】)のエラーuvに�ってキャリブレーションエ
ラーがÉ©したチャネルをLMします。

• �Ê：タッチ�し
• �Ê：タッチ�り
• �Ê：キャリブレーションエラーÉ©

(“SW�Error Enable”チェック�の&W)

� 16. Cin8タッチの;

� 17. Cin8タッチ?、

Cin0キャリブレーションエラー��の;

http://www.onsemi.jp/
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��データグラフウインドウ

� 18. ��データグラフウインドウ

3−3

3−1

3−2 3−3 3−2

[3-1]「Graph Enable」チェックボックス
チェック�の&Wは、モニタしたlmデータをグ
ラフにLMします。
チェック�の&Wは、lmデータをグラフにLM
しません。

[3-2]�./データグラフ
fチャネルのlmデータをグラフLMします。f
グラフにおけるË�の�のÌÍは-128～0～+127で
す。

[3-3]�./データ
fチャネルのlmデータ�を10�qでLMしま
す。

http://www.onsemi.jp/
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��ウインドウ

���	モード

4−1 4−3

4−2

4−4

4−6

4−5

4−7

4−8 4−9

4−10 4−11 4−12
4−13

4−19

4−18

4−17

4−16

4−15

4−14

4−10 4−11 4−12

4−20

4−21

4−22

4−23

4−24

4−25

4−26

4−27

� 19. ��ウインドウ(����モード)

[4-1]「Setting�Mode」
��モードを�Îします。!Ï(�Ç��モード)
では“Normal”を�Îした&Wについて��します。

[4-2]「Oscillator�Speed」
��ÐÑqのスピードを��します。lmh�な
どのh�のÓ�に+,します。

• Slow：RCÉÔÕのÉÔÐÑqがMin。

• Typ：RCÉÔÕのÉÔÐÑqがTypical。

• Fast：RCÉÔÕのÉÔÐÑqがMax。

なお、!��は、��ファイルに()されませ
ん。

[4-3]�123456
Ö.��にÃづいてÓ�したlmh�(ij：

[ms])、ショートインターバルhのlm��(ij:
[ms])、ロングインターバルhのlm��(ij：
[ms])、スリープモードhのlm��(ij：[ms])、
�Qオフセットキャリブレーションh�(ij：
[ms])、× !Ø(ij：[�A])をLMします。
なお、�Qオフセットキャリブレーションh�
は、1�でªÙした&Wのh�です。キャリブレー
ション|}によりリトライがÚかると��3Ûのh
�がÚかる&Wがあります。

[4-4]「Setting�Register」
fe��にÜÝした��のレジスタ���をLM
します。

f���Þを��するßに、レジスタ���に�
�されます。
àし、Control�1�Register【0x2F】は、WriteReqビッ
トとMeasureビットはÇに1をセット、ParaChビット
とStaCalビットはそれぞれ、メインウインドウの
「Parameter �Update」チェックボックスと「Offset
Calibration」チェックボックスの��を��しま
す。

[4-5]「to�File」ボタン
レジスタ���にLMしている���を!ソフト
とáSフォルダに、ファイル“LC717A10Reg.txt”とし
て()します。

[4-6]「タッチキャンセル9:」チェックボックス
チェック�の&W、タッチキャンセルâ½が�¨
になります。タッチキャンセルâ½とは、1つもタ
ッチが�い&Wを"いて、タッチキャンセルh�で
b�した�タッチ��stが�ãしなかった&W
に、!ソフトから§�QにLC717A10にÜして�Q
オフセットキャリブレーションを3�するâ½で
す。

チェック�の&W、タッチキャンセルâ½が�¨
になります。

http://www.onsemi.jp/
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[4-7]�タッチキャンセル;<
タッチキャンセルâ½のタイムアウトw�(ij：

[ms])をb�します。

[4-8]「=Cin0」チェックボックス
チェック�の&W、Cin0の「Gain(2nd)」、「Touch
�Thr.」を��したときに、Cin1～Cin7の��は、そ
の��した�とáじになります。
チェック�の&Wは、Cin0の「Gain(2nd)」、
「Touch�Thr.」を��しても、Cin1～Cin7の��には
��されません。

� 20. 

[4-9]「=Cin8」チェックボックス
チェック�の&W、Cin8の「Gain(2nd)」、「Touch
�Thr.」を��したときに、Cin9～Cin15の��は、そ
の��した�とáじになります。
チェック�の&Wは、Cin8の「Gain(2nd)」、
「Touch�Thr.」を��しても、Cin9～Cin15の��に
は��されません。

� 21. 

[4-10]「Use Ch」チェックボックス
fCinの�¨・�¨を��します。
チェック�のCinは�¨となります。チェック�の

Cinは�¨となりlmを.いません。
※ =>レジスタ：Use�Channel�1/2�Register【0x00～0x01】。

[4-11]「Gain(2nd)」ボックス
fCinの�åアンプのゲインを��します。

(ij：[Û])。
※ =>レジスタ：CinX�2nd�Gain�Register【0x02～0x09】。

[4-12]「Touch Thr.」
fCinのタッチ��しきい�を��します。

※ =>レジスタ：CinX�Threshold�Register【0x0A～0x19】。

[4-13]「Short�Interval�Time」
ショートインターバルh�(ショートインターバル
モード±のインターバルh�)を��します。
(ij：[ms])
※ =>レジスタ：Short�Interval�Time�Register【0x34】。

[4-14]「Long�Interval�Time」
ロングインターバルh�(ロングインターバルモー
ド±のインターバルh�)を��します。
(ij：[ms])
※ =>レジスタ：Long�Interval�Time�Register【0x35】。

※ =>レジスタ：Measurement�Mode�1�Register【0x3A】
のLIVALBビット。

[4-15]「Sleep/Interval�Mode」
インターバルモード・スリープモードを�Îしま
す。

※ =>レジスタ：Control�1�Register【0x2F】
のIntModeビット。

[4-16]「Sleep�Time」
スリープモードを�Îh、feÓ�,にスリープ
させるçのh�(ij：[ms])をb�します。

� 22. 

[4-17]「Long�Interval�Start�Time」
(èチャネルがタッチ�しJKにé.してから)ロ
ングインターバルモードが��する(é.する)まで
のh�(ij：[ms])を��します。
*にLMされている“Max:xxxms”は、Ö.��に
おけるロングインターバルモード��h�の��b
�h�(ij：[ms])をMします。このh� *でロ
ングインターバルモード��h�をb�して*さ
い。

※ =>レジスタ：Long�Interval�Mode�Start�Count�
Register【0x3C】。

http://www.onsemi.jp/
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[4-18]「Max�Capacitance」
すべての+,チャネルで��の¡#�(ij：[pF])
をセットします。この��¡#�から§�Qに�Q
オフセットキャリブレーションÃêCDAC�(Capacitor
�D/A�Converter)�を��します。��¡#�が�ら
ない&Wは、4.00�pFをセットして*さい。
※ =>レジスタ：Static�OffCal�CDAC�Base�

Register【0x39】。

[4-19]�Dynamic�Offset�Calibration「Plus�Data�Time」
I�ë�Qオフセットキャリブレーション��h
�(ij：[ms])をb�します。§�QにI�ë�Q
オフセットキャリブレーション�����qをÓ�
して��します。
*にLMされている“Max:xxxms”は、Ö.��に
おけるI�ë�Qオフセットキャリブレーション�
�h�の��b�h�をMします。このh� *で
I�ë�Qオフセットキャリブレーション��h�
をb�して*さい。

※ =>レジスタ：Dynamic�OffCal�Time�Plus�
Register【0x37】。

[4-20]�Dynamic�Offset�Calibration「Minus�Data�Time」
ì�ë�Qオフセットキャリブレーション��h
�(ij：[ms])をb�します。§�Qにì�ë�Q
オフセットキャリブレーション�����qをÓ�
して��します。
*にLMされている“Max:xxxms”は、Ö.��に
おけるì�ë�Qオフセットキャリブレーション�
�h�の��b�h�をMします。このh� *で
ì�ë�Qオフセットキャリブレーション��h�
をb�して*さい。

※ =>レジスタ：Dynamic�OffCal�Time�Minus�
Register【0x38】。

[4-21]「INTOUT�Assert�Condition」
INTOUTのアサート¸¹を��します。
“Measurement”を�Îした&W、lmYZで

INTOUTをアサートします。
“Touch�ON”を�Îした&W、1つ RのタッチON
がí�された&WにINTOUTをアサートします。
※ =>レジスタ：Measurement�Mode�1�Register【0x3A】

のINTMD1ビット。

[4-22]「INTOUT�Negate�Condition」
INTOUTの§�クリアの��を��します。
“Manual”を�Îした&WINTOUT-�は§�Qに
クリアされません。

“Automatic”を�Îした&W、インターバルw�±
またはSleep±の�、INTOUTがアサートされ、イン
ターバルw�YZ[またはWake �Up[に§�Qに
INTOUTをネゲートします。
※ =>レジスタ：Measurement�Mode�1�Register【0x3A】

のINTMD2ビット。

[4-23]「TouchON�Dynamic�OffCal(Pos�Data)」
タッチONI�ë�Qオフセットキャリブレーショ
ンフラグを��します。

“Disable”を�Îした&W、「タッチONI�ë�Q
オフセットキャリブレーション」は.いません。

“Enable”を�Îした&W、「タッチONI�ë�Q
オフセットキャリブレーション」を.います。

※ =>レジスタ：Measurement�Mode�1�Register【0x3A】
のPDCLPビット。

[4-24]「Cin8-Cin15�Cref」
Cin8～Cin15lmhのî�ペアとなる9:Portを�
�します。

“Cref”を�Îした&W、Cin8～Cin15のî�ペアPor
tをCrefとします。

“Cref+CrefAdd”を�Îした&W、Cin8～Cin15のî
�ペアPortをCrefとCrefAddのð�とします。
※ =>レジスタ：Measurement�Mode�2�Register【0x3B】

のCIN8CINP2ビット。

[4-25]「Cin0-Cin7�Cref」
Cin0～Cin7lmhのî�ペアとなる9:Portを��
します。

“Cref”を�Îした&W、Cin0～Cin7のî�ペアPort
をCrefとします。

“Cref+CrefAdd”を�Îした&W、Cin0～Cin7のî
�ペアPortをCrefとCrefAddのð�とします。
※ =>レジスタ：Measurement�Mode�2�Register【0x3B】

のCIN0CINP2ビット。

[4-26]「Debounce�Counts�for�(OFF->ON)」
タッチ��デバウンスカウント(OFF->ONh)を�
�します。

※ =>レジスタ：Debounce�Count�1�Register【0x32】。

[4-27]「Debounce�Counts�for�(ON->OFF)」
タッチ��デバウンスカウント(ON->OFFh)を�
�します。

※ =>レジスタ：Debounce�Count�2�Register【0x33】。
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カスタム�	モード

� 23. ��ウインドウ(カスタム��モード)

4−1

4−2

4−3 4−4

4−6

4−5

4−7

4−8 4−9

4−10 4−11
4−13

4−12

4−14

4−15

4−16

4−17

4−18

4−19

4−20

4−21

4−22

4−23

4−24
4−10 4−11 4−12

4−25

4−26

4−27

4−28

4−29

4−30

4−31

4−32

※ ���に、DEFGモードを��してIさい。

カスタムモードでFGできるJKによっては、ノイズNOな

どがPIするQRがあります。STなUVのうえFGをWX

してIさい。

[4-1]「Setting�Mode」
��モードを�Îします。!Ï(カスタム��モー
ド)では“Custom”を�Îした&Wについて��しま
す。

[4-2]「Oscillator�Speed」
��ÐÑqのスピードを��します。lmh�な
どのh�のÓ�に+,します。

• Slow：RCÉÔÕのÉÔÐÑqがMin。

• Typ：RCÉÔÕのÉÔÐÑqがTypical。

• Fast：RCÉÔÕのÉÔÐÑqがMax。

なお、!��は、��ファイルに()されませ
ん。

[4-3]�123456
Ö.��にÃづいてÓ�したlmh�(ij：

[ms])、ショートインターバルhのlm��(ij:
[ms])、ロングインターバルhのlm��(ij：
[ms])、スリープモードhのlm��(ij：[ms])、
�Qオフセットキャリブレーションh�(ij：
[ms])、× !Ø(ij：[�A])をLMします。
なお、�Qオフセットキャリブレーションh�
は、1�でªÙした&Wのh�です。キャリブレー
ション|}によりリトライがÚかると��3Ûのh
�がÚかる&Wがあります。

[4-4]「Setting�Register」
fe��にÜÝした��のレジスタ���をLM
します。

f���Þを��するßに、レジスタ���に�
�されます。
àし、Control�1�Register【0x2F】は、WriteReqビッ
トとMeasureビットはÇに1をセット、ParaChビット
とStaCalビットはそれぞれ、メインウインドウの
「Parameter Update」チェックボックスと「Offset
Calibration」チェックボックスの��を��しま
す。

[4-5]「to�File」ボタン
レジスタ���にLMしている���を!ソフト
とáSフォルダに、ファイル“LC717A10Reg.txt”とし
て()します。

[4-6]「タッチキャンセル9:」チェックボックス
チェック�の&W、タッチキャンセルâ½が�¨
になります。タッチキャンセルâ½とは、1つもタ
ッチが�い&Wを"いて、タッチキャンセルh�で
b�した�タッチ��stが�ãしなかった&W
に、!ソフトから§�Qに�Qオフセットキャリブ
レーションをLC717A10にÜして3�するâ½で
す。

チェック�の&W、タッチキャンセルâ½が�¨
になります。
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[4-7]�タッチキャンセル;<
タッチキャンセルâ½のタイムアウトw�(ij：

[ms])をb�します。

[4-8]「=Cin0」チェックボックス
チェック�の&W、Cin0の「Gain(2nd)」、「Touch
�Thr.」を��したときに、Cin1～Cin7の��は、
その��した�とáじになります。
チェック�の&Wは、Cin0の「Gain(2nd)」、
「Touch�Thr.」を��しても、Cin1～Cin7の��には
��されません。

� 24. 

[4-9]「=Cin8」チェックボックス
チェック�の&W、Cin8の「Gain(2nd)」、「Touch
�Thr.」を��したときに、Cin9～Cin15の��は、
その��した�とáじになります。
チェック�の&Wは、Cin8の「Gain(2nd)」、
「Touch�Thr.」を��しても、Cin9～Cin15の��に
は��されません。

� 25. 

[4-10]「Use Ch」チェックボックス
fCinの�¨・�¨を��します。
チェック�のCinは�¨となります。チェック�の

Cinは�¨となりlmを.いません。
※ =>レジスタ：Use�Channel�1/2�Register【0x00～0x01】。

[4-11]「Gain(2nd)」ボックス
fCinの�åアンプのゲインを��します。

(ij：[Û])。
※ =>レジスタ：CinX�2nd�Gain�Register【0x02～0x09】。

[4-12]「Touch�Thr.」
fCinのタッチ��しきい�を��します。

※ =>レジスタ：CinX�Threshold�Register【0x0A～0x19】。

[4-13]「Short�Interval�Time」
ショートインターバルh�(ショートインターバル
モード±のインターバルh�)を��します。
(ij：[ms])
※ =>レジスタ：Short�Interval�Time�Register【0x34】。

[4-14]「Long�Interval�Time」
ロングインターバルh�(ロングインターバルモー
ド±のインターバルh�)を��します。(ij：
[ms])
※ =>レジスタ：Long�Interval�Time�Register【0x35】。

※ =>レジスタ：Measurement�Mode�1�Register【0x3A】
のLIVALBビット。

[4-15]「Sleep/Interval�Mode」
インターバルモード・スリープモードを�Îしま
す。

※ =>レジスタ：Control�1�Register【0x2F】のIntMode
ビット。

[4-16]「Sleep�Time」
スリープモードを�Îh、feÓ�,にスリープ
させるçのh�(ij：[ms])をb�します。

� 26. 

[4-17]「Long�Interval�Start�Time」
(èチャネルがタッチ�しJKにé.してから)ロ
ングインターバルモードが��する(é.する)まで
のh�(ij：[ms])を��します。
*にLMされている“Max:xxxms”は、Ö.��に
おけるロングインターバルモード��h�の��b
�h�(ij：[ms])をMします。このh� *でロ
ングインターバルモード��h�をb�して*さ
い。

※ =>レジスタ：Long�Interval�Mode�Start�Count�
Register【0x3C】。
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[4-18]「Static�OffCal�CDAC�Base」
�Qオフセットキャリブレーションの��CDAC
�を1 pF、2�pF。4�pFの±から�Îします。
※ =>レジスタ：Static�OffCal�CDAC�Base�

Register【0x39】。

[4-19]�Dynamic�Offset�Calibration「Plus�Data�Time」
I�ë�Qオフセットキャリブレーション��h
�(ij：[ms])をb�します。§�QにI�ë�Q
オフセットキャリブレーション�����qをÓ�
して��します。
*にLMされている“Max:xxxms”は、Ö.��に
おけるI�ë�Qオフセットキャリブレーション�
�h�の��b�h�をMします。このh� *で
I�ë�Qオフセットキャリブレーション��h�
をb�して*さい。

※ =>レジスタ：Dynamic�OffCal�Time�Plus�
Register【0x37】。

[4-20]�Dynamic�Offset�Calibration「Minus�Data�Time」
ì�ë�Qオフセットキャリブレーション��h
�(ij：[ms])をb�します。§�Qにì�ë�Q
オフセットキャリブレーション�����qをÓ�
して��します。
*にLMされている“Max:xxxms”は、Ö.��に
おけるì�ë�Qオフセットキャリブレーション�
�h�の��b�h�をMします。このh� *で
ì�ë�Qオフセットキャリブレーション��h�
をb�して*さい。

※ =>レジスタ：Dynamic�OffCal�Time�Minus�
Register【0x38】。

[4-21]「INTOUT�Assert�Condition」
INTOUTのアサート¸¹を��します。
“Measurement”を�Îした&W、lmYZで

INTOUTをアサートします。
“Touch�ON”を�Îした&W、1つ RのタッチON
がí�された&WにINTOUTをアサートします。
※ =>レジスタ：Measurement�Mode�1�Register【0x3A】

のINTMD1ビット。

[4-22]「INTOUT�Negate�Condition」
INTOUTの§�クリアの��を��します。
“Manual”を�Îした&WINTOUT-�は§�Qに
クリアされません。

“Automatic”を�Îした&W、インターバルw�±
またはSleep±の�、INTOUTがアサートされ、イン
ターバルw�YZ[またはWake �Up[に§�Qに
INTOUTをネゲートします。
※ =>レジスタ：Measurement�Mode�1�Register【0x3A】

のINTMD2ビット。

[4-23]「TouchON�Dynamic�OffCal(Pos�Data)」
タッチONI�ë�Qオフセットキャリブレーショ
ンフラグを��します。

“Disable”を�Îした&W、「タッチONI�ë�Q
オフセットキャリブレーション」は.いません。

“Enable”を�Îした&W、「タッチONI�ë�Q
オフセットキャリブレーション」を.います。

※ =>レジスタ：Measurement�Mode�1�Register【0x3A】
のPDCLPビット。

[4-24]「Cin8-Cin15�Cref」
Cin8～Cin15lmhのî�ペアとなる9:Portを�
�します。

“Cref”を�Îした&W、Cin8～Cin15のî�ペア
PortをCrefとします。

“Cref+CrefAdd”を�Îした&W、Cin8～Cin15のî
�ペアPortをCrefとCrefAdd のð�とします。
※ =>レジスタ：Measurement�Mode�2�Register【0x3B】

のCIN8CINP2ビット。

[4-25]「Cin0-Cin7�Cref」
Cin0～Cin7lmhのî�ペアとなる9:Portを��
します。

“Cref”を�Îした&W、Cin0～Cin7のî�ペアPort
をCrefとします。

“Cref+CrefAdd”を�Îした&W、Cin0～Cin7のî
�ペアPortをCrefとCrefAddのð�とします。
※ =>レジスタ：Measurement�Mode�2�Register【0x3B】

のCIN0CINP2ビット。

[4-26]「Debounce�Counts�for�(OFF->ON)」
タッチ��デバウンスカウント(OFF->ONh)を�
�します。

※ =>レジスタ：Debounce�Count�1�Register【0x32】。

[4-27]「Debounce�Counts�for�(ON->OFF)」
タッチ��デバウンスカウント(ON->OFFh)を�
�します。

※ =>レジスタ：Debounce�Count�2�Register【0x33】。

[4-28]「Gain(1st)」
Cin0～Cin7およびCin8～Cin15のòåアンプのゲイ
ンを��します。(ij：[fF])
※ =>レジスタ：Cin�1st�Gain�Adjust�Register【0x3D】。

[4-29]「Average�Count」
lmデータóô�qを��します。

※ =>レジスタ：Average�Count�Register【0x30】。
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[4-30]「Filter�Parameter�1」
フィルタパラメータ１を��します。
“0”をb�すると、フィルタâ½�しとなりま
す。

※ =>レジスタ：Filter�Parameter�Register【0x31】
のFP10～FP13ビット。

[4-31]「Filter�Parameter�2」
フィルタパラメータ２を��します。

※ =>レジスタ：Filter�Parameter�Register【0x31】
のFP20～FP23ビット。

[4-32]「Touch�Off�Thr.」
タッチOFF��しきい�のõöを��します。
“=3/4*Peak”を�Îした&W、タッチアップ��h
のしきい�をタッチダウンからのlmデータ���
の3/4とします。

“=2/4*Peak”を�Îした&W、タッチアップ��h
のしきい�をタッチダウンからのlmデータ���
の1/2とします。
àし、タッチアップしきい�が[4-12]「Touch

Thr.」で��したタッチしきい���より÷さくな
る�には、タッチしきい�で��します。

※ =>レジスタ：Measurement�Mode�1�Register【0x3A】
のTOFFTHビット。
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サブテストウインドウ

テスト,に$%のレジスタにÜしてリード・ライ
トアクセスするøができます。

� 27. サブテストウインドウ

5−1

5−2

5−2’

5−3

5−4

5−5

5−6

5−7

5−8

5−9

5−10

[5-1]「Size」ボックス
レジスタをリード/ライトする�のサイズ(ij：
バイト)をb�します。

[5-2]/[5-2’]「Register�Address」
レジスタをリード/ライトする�の��レジスタア
ドレスを[5-2]にb�します。

なお、アドレスを��すると、[5-2’]のリード／ラ
イトデータのÜÝアドレスにも��されます。

[5-3]「Write」ボタン
[5-2]でb�したLC717A10のレジスタにデータを{
きみます。

[5-4]�ライトデータ
「Write」ボタンを°*して{きむためのデータ
�をb�します。

[5-5]「Read」ボタン
[5-2]でb�したLC717A10のレジスタからデータを
úみ�します。

[5-6]�リードデータ
「Read」ボタンを°*してúみ�したデータ�を
LMします。

[5-7]「<=」ボタン
リードデータのk¡をライトデータにコピーしま
す。

[5-8]「Control�1�Register」
“Write”ボタンをクリックすると、fチェックボッ
クスにÜÝしたビットのON/OFFをb�した�を
Control�1�Register【0x2F】へ{きみます。
OPQには、チェック�のときはÜÝするビット
に1を、それ ûのビットに0をセットした�を{き
みます。

[5-9]「Control�2�Register」
“Write”ボタンをクリックすると、fチェックボ
ックスにÜÝしたビットのON/OFFをb�した�を
Control�2�Register【0x40】へ{きみます。
OPQには、チェック�のときはÜÝするビット
に1を、それ ûのビットに0をセットした�を{き
みます。

[5-10]「All�Register�Read」ボタン
èレジスタの�をリードしたstを!ソフトとá
じフォルダにファイル“LC717A10_RegData.txt”とし
て()します。
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AND9864/D

www.onsemi.jp
17

ソフト�D�のE�Fについて

!ソフトとáSフォルダkに��ファイル“Set
ParamDefault.prm”が)üする&Wは、ソフト��h
のòw�として§�Qにロードします。
!ソフトとáSフォルダkに��ファイル“Set

ParamDefault.prm”が)üしない&Wは、ソフト��
hにファイルダイアログボックスが�きます。ここ
で$%の��ファイルを�Îすると、�Îした��
ファイルをソフト��hにロードし��ファイルの
k¡をソフトに��します。(なお、��ファイルを
�Îせずにファイルダイアログボックスを'じた&
Wは、!ソフトは23�÷(のòw��しか.いま
せん。この&Wは、ソフト��[に!ソフトのすべ
ての���Þをý��する23があります。)

K��のL�について

タッチがONになったときに¨t�を�らすことが
できます。

!ソフトとáSフォルダに“wave”フォルダを�ª
し、�らしたい¨t�データのファイル^を“Touch
SW1.wav”～“TouchSW16.wav”として“wave”フォルダ
kにþくと、fSW��にÜÝしたスイッチのOFF→
ONhにÜÝするwavファイルがý©されます。
àし、¨t�が�るとき、»¼�ßが�*する&W
があります。そのため、��したh���でデータ
ログをxyしたい&W、メインウィンドウの[1-29]
｢Sound�OFF｣をチェック�に��することを¾¿し
ます。

ON SemiconductorYびON SemiconductorのロゴはON Semiconductorという[\を�うSemiconductor Components Industries, LLC ]しくはその^_`のabYび/またはcの

bにおける[dです。ON Semiconductorはef、[d、g�h、トレードシークレット(ijkl)とcのm�n�hに=するhoをp�します。ON Semiconductorのqr/ef
のs�=tリストについては、uIのリンクからごvいただけます。www.onsemi.com/site/pdf/Patent−Marking.pdf. ON SemiconductorはDwなしで、�xyzのqrのWXを{
うことがあります。ON Semiconductorは、いかなるeGのK�でのqrのsROについてpVしておらず、また、お|}のqrにおいて�~の>�や��から�じた��、

eに、���、<��、���な��など��の��に=して、いかなる��も�うことはできません。お|}は、ON Semiconductorによって��されたサポートやアプリケー
ション��の��にかかわらず、すべての��、��、��Oの��あるいはd�の��を�む、ON Semiconductorqrを��したお|}のqrとアプリケーションについて�
�の��を�うものとします。ON Semiconductorデータシートや }xに&される¡:Oのある「d��」パラメータは、アプリケーションによっては¤なることもあり、¥¦
のO:も;<の� によりW§する¡:Oがあります。「d��」パラメータを�むすべての¨�パラメータは、ご��になるアプリケーションに>じて、お|}の©ª«¬
においてSTUVされるようお®い¯します。ON Semiconductorは、そのefhやそのcのhoのI、いかなるライセンスもf°しません。ON Semiconductorqrは、�±²
³´µや、いかなるFDA (ab¶r·¸r¹)クラス3の·º9»、FDAが¼½しない¾¿においてÀ�もしくはÁÂのものとTÁされる·º9»、あるいは、ÃÄへのÅÆを=t
とした9»におけるÇ�	rなどへの��をÈÉしたF.はされておらず、また、これらを��=tとしておりません。お|}が、このようなÈÉされたものではない、f¡さ
れていないアプリケーション�にON SemiconductorqrをÊËまたは��したQR、たとえ、ON Semiconductorがその	rのF.またはqÌにÍして ÎがあったとÏÐされ

たとしても、そのようなÈÉせぬ��、またÑf¡の��にÍÒしたÓÔÕから、��、Öは<��に�じるすべてのクレーム、×�、��、�×、およびØÙÚÛなどを、

お|}の��においてÜÝをお®いいたします。また、ON SemiconductorとそのÞß、àjß、^_`、ÍÒ_`、áâãに=して、いかなる��もäえないものとします。

ON Semiconductorはå�9_æÕ/çèéêå�Ïです。このëÛはs�されるあらゆるg�h�の=tとなっており、いかなるì�によってもíîすることはできません。
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